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運営指導委員会の指導を受けて 
本学校園では，研究開発の方向性について外部の先生方の専門的な見地からご指導いただくため，運営

指導委員会を年間３回（研究会を含む）開催しています。 

＜運営指導委員の先生方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「希望（のぞみ）」では，次の資質・能力や価値観の育成を目指しています！ 

※下記に示すのは，最高学年の９年生時に目指す姿です。子どもたちは，毎時間の振り返りの中で，こ

のような目指す力が付いたのかどうかを自己評価や相互評価をしながら学習を進めています。 
 

〇 キャリアプランニング能力（なりたい自分になる力） 
「役割や仕事に責任をもって取り組んだり，意欲をもって学んだりしながら， 
自分と社会とのつながりについて考え，自分の将来や生き方を描くことができる。」 
〇 人間関係形成・社会形成能力（関係を構築する力） 
「相手の立場や気もちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合ったり， 
相手の考えから自分自身を客観的に見つめたりするとともに，全体の情況を 
見通しながら，集団のさまざまな意見に折り合いをつけ，全体の意見として 
まとめていくことができる。」 
〇 課題対応能力（達成へ向かう力） 
「地域社会とのかかわりの中で，新たに挑戦してみたいことを見つけて， 
見通しをもって計画立案を繰り返し，自ら目標を決め，最後まで行動することができる。」 

 

 

〇 自律  
「『なりたい自分』に向かって目標をもち，最後までやりきる大切さに気づく。」 
〇 共生  
「様々な人とかかわる中で，相手の気もちを尊重しながら伝え合うことの楽しさや大切さに気づく。」 
〇 参画  
「よりよい集団や社会をめざし，自らすすんで問題を見つけ，その解決に向けて具体的に計画・立案・ 

実行することの大切さに気づく。」 
 

本年度の第１回の会を７月 14 日（金）に開催しました。運営指導委員の先生方には，研究の進捗状況

の報告や提案授業に対するご指導・ご助言をいただきました。 

主な指導内容は，「公立学校で進めている『学びの変革』と本学校園での研究との関わりを明確にする。」

「態度・価値観について子どもの成長が分かる姿で示す。」「子どもの主体性を大切にしていて良い。」「共の研㔀
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